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２０２２年　８月１５日号
働き、生活できる

労働条件を獲得しよう

　原水爆禁止日本国民会議（原水禁）大会、広島大会が８月４日～６日広島市内で開催された。８/ ４平和
記念公園に地元、全国の仲間が結集し、折鶴平和行進（２キロ）に参加。強烈な陽射しの中、汗だくだくで
平和行進を貫徹。新社会党広島県本部、ユニオン平和、スクラムユニオン広島などが参加した。夕方、県立
総合体育館で「原水禁・広島大会」が１２００名で開催された。
　８/ ５分科会（平和と核Ⅰ―改憲と敵基地攻撃能力）に司会者として参加。講演に飯島滋明教授（名古屋
学院大学）。沖縄・鹿児島現地報告がされた。午後より「原発や基地に対する運動の現状と今後の課題」と
して分科会のテーマを掘り下げた。
　８/ ６午前広島市原爆死没者慰霊式・平和記念式典が物々しい警備の中で挙行された。３２００人の一般
参加者が参列した。
　次に県民文化センターにおいて「広島大会・まとめ集会」が開催された。金子哲夫共同実行委員長より「広
島に原爆が投下され７７年。世界にこの悲劇の実相がいまだ伝えられていません。２度と繰り返されないた
め、核廃絶・原発ゼロ社会の実現を目指そう」とまとめられた。
　原水禁・長崎大会は８月７日～９日、長崎市内で開催された。
８/ ７長崎市・ブリックホールで「被爆７７周年原水爆禁止世界大会・長崎大会」の開会がされ、約８００
人が参加した、日程は８/ ８の分科会・ひろば、８/ ９の閉会総会と非核平和行進が行われた。開会行事で
は代表して川野浩一共同実行委員長が挨拶をしました。谷雅志事務局長から大会基調提起ののち、閉会挨拶
を現地実行委員会の内野昌幸さんが行い、集会を終了した。被爆平和行進は、県立総合体育館から爆心地公
園まで「核の廃絶」を訴え１. ２Ｋｍを行進した。爆心地公園では１分間の黙祷を捧げた。その後「長崎原
爆犠牲者慰霊・平和記念式典」では、原爆が炸裂した午前１１時２分に約１６００人が黙とう。田上富久・
長崎市長の平和宣言で「ロシアによるウクライナ侵攻で核兵器使用の危機が突きつけられた。｛核兵器｝を
なくすことが人類の未来を守る唯一の現実的な道だ」と訴えた。更に同市長はアメリカで開催中の核拡散防
止条約（ＮＰＴ）に触れ、核軍縮の具体的プロセスを示すよう保有国に要求。日本政府はアメリカの核兵器
を共同運用する「核共有」などへ依存ではなく」「頼らない方向へ先導してほしい」とし、核兵器禁止条約
の署名を求めた。（8/10 東京新聞）岸田首相は広島・長崎大会に列席するするも核兵器禁止条約へ触れず、
言及しない立場をとっている。許せないものである。日本政府に対して世界の非核保有国と連帯し、核兵器
禁止条約の批准・署名を求めて闘います。
　ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・フクシマ
　　　　　　　　　　　　　　　　ノーモア・ウオー、ノーモア・ヒバクシャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原水禁実行委員　芝崎眞吾
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■アベ国葬反対の取り組みは、7 月 19 日に

衆院第 2 議員会館、7 月 22 日には、総がか

り行動が新宿西口と官邸前で、8 月 3 日～ 5

日には、衆議院議員会館前で取り組まれ、8

月 10 日には、参議院会館で国葬反対の記者

会見が開かれた。

　アベ元首相は銃撃事件により死亡した。テ

ロではなく、統一

教会と自民党政治

の癒着が引き起こ

した事件だ。自民

茂木幹事長は「法
律上全く問題ない。国葬は極めてふさわしい、

適正なやり方だ」「国民からいかがなものか

の認識はない」。高市政調会長ときたら「弔

問外交ができる。各国に通知済み」と世論さ

えも無視した主張である。国葬は党利党略で

しかない。日本の国葬法は 1947 年の昔に失

効していることが、紛れもない事実だ。

　国葬について、共同通信の世論調査では、
国葬反対 53%。地方紙では、

60% を超える結果が出てい

る。国葬を閣議決定した 7

月 22 日から首相官邸前の反

対行動をきっかけに、全国で

国葬反対の市民運動が広がっ

ている。

　記者会見は、総がかり行動

実行委員会の菱山南帆子さん

の司会で始まった。「アベ元

首相が銃撃事件で亡くなっ

た。アベ政権下の 8 年 8 ヶ

月は多くの悪政を重ね、相談

会に参加した人たちが立ち上

がり闘ってきた。自公政権・

維新の判断は、民主主義の冒

とくである。民主主義を崩壊

させたのはアベさんです。国

葬でアベさんの罪状を帳消し

にできません。そんな思いで

記者会見開きました、と話さ

れた。

　壇上には、高田健 ( 共同代表 )、大江京子

弁護士 ( 法律家弁護士 6 団体連絡会 )、石黒

修専修大学名誉教授（憲法学者）、稲正樹国
際基督大元教

授（憲法学者）

の 4 名が座っ

た。

　菱山南帆子
氏から、自民党は霊感商法、違法なことをし

ていた。とんでもないことをして隠したり、

統一教会の思想信条を政策に反映することに

よって、安倍政権は金や人の支援を受けてい

た。このままでは問題がうやむやになってし

まう。法的根拠のない国葬を私たちの声も聞

かず、これこそ民主主義破壊です。国葬は絶

対に反対しよう。と訴えられた。

新宿西口

新宿西口

新宿西口

滝沢事務局長

水摩さん

菱山さん

参議院会館（記者会見）

国葬反対行動
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■原水禁の大会が、7 月 30 日～ 31 日に福島、

広島大会は 8 月 4 日～ 6 日に、そして長崎

大会の 8 月 9 日まで開催された。

　福島大会は、地元の八木沼さんの司会で始

まった。東日本大震災で亡くなられた人々に

黙祷を捧げた。角田現地実行委員会の挨拶

では、「今年もコロナ禍での厳しさが続きま

す。その中のでの福島大会開催は意義があり

ます。ALPS 汚染水の放出に危機感を持って

います。東電は来年にタンク満杯、デブリ取

り出しできない。だからとトリチウムの海洋

放出を強行しようとしています。東電も国も

『ALPS 海洋放出を安全』と繰り返しています。

絶対に認め

られない。」

と 訴 え ら

れ、大会が
進められた。参加した、高校生平和大使から

は、「私は 5 歳の時に、いわき市で被災にあ

いました。子どもながらに地震に震えました。

その後の津波、原発事故で生活が一変。放射
能を受けないかみんながバラバラに。今でも

故郷に帰れない人、原発再稼働に反対です。」

と訴えられた。

　広島大会は、「核兵器を地球上からゼロに」

広島で原水爆禁止世界大会・広島大会が 4

日～ 6 日の日程で開催された。4 日の折り鶴

平和行進から始まり、「核兵器を地球上から

ゼロにしなければならない」と改めて訴えた。　

大 会 で は、

国 連 で の

「核兵器禁

止条約の採択」によって、私たちの運動は、「核

兵器禁止条約を作れから禁止条約にサインせ

よ」に展開している。核兵器禁止から核兵器

廃絶へと向かっている。今や、原水禁世界大

会はより意義のある大会に発展している。

　8 月 7 日からは、長崎大会の開会行事が行

われた。8 日は分科会・ひろば、9 日は、閉

会総会と非核平和行進が行われた。高校生平

和大使活動実行委員会が登壇、活動報告と核

廃絶に向けての決意を表明。平和行進は爆

心地公園まで 500 名が行進した。参加者は、

福島大会が、広島大会が 1300 人、長崎大会

が 800 人参加した。

　新社会党からは、岡崎委員長の核兵器の非

人道性、核と人類は共存できないことを訴え

たメッセージが大会に送られた。

■敗戦から 77 年を迎えた 15 日、平和フォー

ラムが主催する「戦争犠牲者追悼、平和を誓
う 8・15 集会」が千鳥ヶ

淵で開かれた。集会には、

政党、労働組合、市民が

出席、戦争で亡くなった

人たちの追悼と戦争のな

い平和を誓いました。

広島

広島

長崎

福島

滝沢事務局長

千鳥ヶ淵

千鳥ヶ淵
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（ 現 在 は

930 円 ）

となる。　

　「 過 去

　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･ 情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

会費－年会費

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

■ 7 月 19 日、ユニオン平和が呼びかけて「平

和憲法を守る」街宣行動を、新宿駅西口で行っ

た。先の参院選で、改憲勢力が 2/3 以上を

占めてしまった。岸田首相は、改憲発言を口

にする。改憲の狙いズバリ、「自衛隊の明記」。　

　憲法を守る署名と戦争のできる国にさせな

いアピールをした。

■ 8 月 1 日、最賃引上げ額が 31 円と決めら

れた。

　22 年度の最低賃金の目安額を決める中央

最低賃金審議会は、労使意見の隔たりで決め

られなかったが、8 月 1 日の深夜になって、

引き上げ額の目安を 31 円と決めた。目安通

りに改定されれば、全国加重平均は 961 円

最大の引き上げ額」と報道されるが、私たち

の要求である「全国一律 1500 円」には程遠

く、ハイパーインフレの中、生活の苦しさは

続く。
　今後は、10 月 1 日から実施となる新最賃

制度に向けて、全国都道府県の各最賃審議会

で地域ごとの最賃賃金額が決定される。

■ 7 月 30 日「しんぶん赤旗」等に、「JAL

解雇争議解決」「会社と 2 労組協定に調印」

掲載された。しかし、JHU は、労働組合と

支援者とともに、都労委に不当労働行為救済

申立て、街宣行動を続けている。JAL 不当解

雇撤回闘争は、いまだ解決していない。

　JAL 被解雇者労働組合（JHU）は、2 労組

協定について相談もされておらず、その内容

からも納得できないことを表明している。既

に 8 月中の行動内容も明らかにされており、

取り組み続けている。支援体制を崩さず解雇

撤回の闘いを継続しよう。

新宿西口

最賃審議会

最賃行動

ＪＡＬ行動羽田空港


